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　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　検証の背景・趣旨
・　おびひろ上下水道ビジョンにおいて、上下水道料金体系について今後の収支を慎重に見定めながら検証する、としている。
・　前回の料金改定から時間が経過し、収支等の計画と実績で乖離が生じている。
・　水道法改正等に伴い、収支見通しを作成し料金は３～５年の期間で算定し適切な時期に見直しを行うもの、とされている。

２　検証の目的
・　ビジョンの収支見通しでは、上下水道料金は人口減少に伴い減少傾向が続くが、企業債償還金や企業団受水費が減少する
　ことなどにより、累積資金残高が増加する見込みである。
・　帯広市の上下水道料金については、道内主要都市と比較し料金や逓増割合が高いことから、今後の水需要の減少に対応し
　た水道利用の促進などの環境の変化を踏まえ、これからの時代に対応した料金体系のあり方について経営審議会に諮問し
　検証を進めるもの。

３　諮問の内容
　１）小口使用者の適正な料金体系について
　　・　一般家庭である小口使用者の負担軽減について検討
　２）大口使用者の適正な料金体系について
　　・　事業者等の大口使用者に対する逓増料金体系のあり方について検討
　　・　超大口使用者や地下水専用事業者に対する水道利用促進策について検討
　３）公共用料金について
　　・　一般用より割高となっている公共用料金区分の必要性について検討

　８月４日（火）　　　第１回審議会「上下水道料金体系のあり方」について諮問
　８月20日（木）予定　第２回審議会
　８月25日（火）　　　建設文教委員会へ経営審議会での検討状況を報告
　９月２日（水）予定　第３回審議会
　９月４日（金）予定　答申書受理
　９月５日以降　　　　上下水道料金検証結果のとりまとめ

　・帯広市公営企業経営審議会の独立性が保たれるよう、建設文教委員会への報告内容は慎重に検討すべき。

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

令和２年度　第９回全体庁議（８月５日開催）

（１）上下水道料金体系の検証について[上下水道部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　上下水道料金体系について、検証の背景や目的、審議会への諮問内容を報告するもの。


